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話題の本棚

や
っ
と
橋
本
治
の
魅
力
が
分
か
っ
た
。

　

―
―
橋
本
治
と
い
う
の
は
結
局
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
、
普
通
の
感
覚
を
忘
れ

な
か
っ
た
人
な
ん
だ
と
思
う
。
え
、
そ
ん
な
の
ふ
つ
う
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
っ

て
？　

と
こ
ろ
が
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
人
は
行
動
を
起
こ
し
た
時
、
そ
し
て

何
か
に
詳
し
く
な
っ
た
時
、
そ
れ
に
興
味
な
い
人
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
し
ま
う

ん
だ
。
し
か
し
橋
本
治
は
忘
れ
な
か
っ
た
、
没
頭
す
る
と
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
う
、
人
々
の
視
線
を
い
つ
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

　

思
え
ば
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
作
『
桃
尻
娘
』
は
、
当
時
の
若
者
た
ち
の
心
情
を
若

者
言
葉
で
書
い
た
作
品
だ
っ
た
。
続
く
『
桃
尻
語
訳　

枕
草
子
』
や
『
桃
尻
語

訳　

百
人
一
首
』
は
、
古
典
と
い
う
権
威
を
纏
っ
た
が
ゆ
え
に
敷
居
が
高
い
作

品
を
若
者
言
葉
に
翻
訳
し
た
も
の
だ
っ
た
。
彼
は
い
つ
も
時
代
の
言
葉
に
敏
感

で
、
肌
感
覚
に
あ
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
ち
ょ
っ
と
本
に
慣
れ
た
人

が
今
読
む
と
「
砕
け
す
ぎ
じ
ゃ
な
い
？
」
と
か
「
ち
ょ
っ
と
古
く
な
い
？
」
と

か
思
う
だ
ろ
う
。
で
も
、
そ
の
崩
し
方
こ
そ
が
大
事
な
ん
だ
。
そ
の
魅
力
に

『
人
工
島
戦
記
』
を
読
ん
で
や
っ
と
気
づ
い
た
。
も
う
彼
は
こ
の
世
に
い
な
い

の
だ
け
れ
ど
。

　
政
治
の
言
葉
を
日
常
に
す
る
こ
と
の
難
し
さ

　

本
書
の
主
人
公
、
大
学
生
の
テ
ツ
オ
は
あ
る
日
テ
レ
ビ
で
自
分
の
街
に
人
工

島
建
設
計
画
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
す
ぐ
に
「
こ
ん
な
の
い
ら
ね
ー
よ

な
ー
」
と
思
う
。
友
人
と
話
し
て
や
っ
ぱ
り
「
い
ら
ね
ー
よ
な
ー
」
と
思
う
。

図
書
館
で
調
べ
た
ら
人
工
島
建
設
計
画
は
杜
撰
で
穴
だ
ら
け
だ
っ
た
。
ひ
ょ
ん

な
こ
と
か
ら
幾
人
か
の
仲
間
も
増
え
て
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
こ
の
問
題
を
人
々

に
語
り
掛
け
た
い
と
思
う
。
し
か
し
周
り
は
無
関
心
だ
。
人
工
島
に
無
関
心
な

の
で
は
な
い
、
声
を
上
げ
る
こ
と
に
無
関
心
な
の
だ
。「
オ
レ
達
が
い
く
ら

“
反
対
だ
”
と
言
っ
と
っ
て
も
、
結
局
は
“
作
る
”
っ
て
こ
と
を
決
め
た
ん
だ

か
ら
、
作
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
。」「
そ
れ
だ
け
な
ん
だ
か
ら
、
ム
ダ
な
議

論
は
ム
ダ
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

　

テ
ツ
オ
は
戦
慄
す
る
。
怒
り
た
く
な
る
が
、
理
解
も
し
て
し
ま
う
。
テ
ツ
オ

の
母
は
市
民
活
動
家
だ
っ
た
。
環
境
問
題
や
社
会
問
題
の
不
正
に
声
を
あ
げ
て

い
た
。
そ
ん
な
活
動
を
テ
ツ
オ
は
ず
っ
と
冷
や
や
か
な
目
で
見
て
い
た
。
…
…

分
か
る
ん
だ
け
ど
違
う
ん
だ
よ
な
。
か
つ
て
の
母
を
見
る
目
線
は
、
自
分
を
み

る
視
線
と
重
な
っ
た
。
届
く
言
葉
が
欲
し
い
、
興
味
の
な
い
人
に
も
、
関
心
の

な
い
人
に
も
届
く
言
葉
が
。
テ
ツ
オ
は
「
皆
さ
ん
」
と
い
う
言
葉
を
「
み
ん
な

は
さ
ー
」
と
い
う
言
葉
に
変
え
て
、
自
分
の
言
葉
で
政
治
を
語
ろ
う
と
す
る
。

　

―
―
あ
あ
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
今
の
世
も
通
じ
る
、
大
学
生
の
悩
み
だ
な
と

思
う
。
行
動
を
起
こ
し
た
り
、
知
識
を
身
に
付
け
た
り
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と
先

生
み
た
い
に
喋
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。
特
に
政
治
な
ん
て
そ

う
で
、
興
味
な
い
人
に
対
し
て
、
そ
の
態
度
を
責
め
た
く
な
る
。
テ
ツ
オ
は
活

動
家
に
な
り
た
く
な
い
、
で
も
無
関
心
に
も
な
り
た
く
な
い
。
そ
の
狭
間
の
中

で
重
要
な
の
は
、
知
識
を
自
分
の
言
葉
に
翻
訳
す
る
こ
と
だ
と
気
付
い
て
い
く
。

橋
本
治
が
な
ん
で
あ
ん
な
に
日
常
語
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
…
…
軽
い
言
葉
の
奥

に
あ
る
、
深
い
魅
力
が
分
か
っ
た
気
が
し
た
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
一
四
〇
四
頁　

税
込
一
〇
七
八
〇
円　

9
月
刊
）

人
工
島
戦
記

あ
る
い
は
、
ふ
し
ぎ
と
ぼ
く
ら
は 

な
に
を
し
た
ら
よ
い
か
の
こ
ど
も
百
科

橋
本
治
著

ホ
ー
ム
社
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話題の本棚

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
―
―
た
だ
、自
由
で
あ
る
こ
と
。

　

最
近
、
ム
ー
ミ
ン
の
作
者
と
し
て
名
を
馳
せ
る
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
に
関
す

る
映
画
、
著
作
が
多
く
で
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
に
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
二
〇

年
が
経
っ
た
現
在
、
私
た
ち
は
彼
女
か
ら
何
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
本
書
で
は
、
ト
ー
ベ
の
誕
生
か
ら
晩
年
ま
で
、
作
品
に
関
す
る
こ
と
だ

け
で
な
く
、
彼
女
が
ど
の
よ
う
な
家
に
住
み
、
ど
こ
に
誰
と
出
か
け
、
誰
に
宛

て
て
手
紙
を
書
き
、
ど
う
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
、
何
を
想
像
し
て
い
た
の
か

事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
評
者
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
記
も
の
に
対
し
て
、
そ

ん
な
私
的
な
と
こ
ろ
ま
で
勝
手
に
ふ
み
こ
む
の
は
悪
趣
味
だ
な
ん
て
思
っ
て
し

ま
う
。
し
か
し
、
ト
ー
ベ
は
自
身
の
送
っ
た
手
紙
を
コ
ピ
ー
に
取
る
ま
で
し
て
、

多
く
の
情
報
を
残
し
、
友
人
で
も
あ
る
本
書
の
著
者
に
託
し
た
そ
う
だ
。
ト
ー

ベ
は
後
世
に
対
し
て
も
自
身
の
立
場
に
責
任
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
の
見
ど
こ
ろ
は
書
き
き
れ
な
い
が
、
や
は
り
若
い
時
期
か
ら
晩
年
ま
で

の
ト
ー
ベ
の
作
品
や
写
真
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
点
は
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て

し
ま
う
。
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に
載
せ
ら
れ
た
作
品
は
、
ム
ー
ミ
ン
以
外
に
も
自
画

像
や
フ
レ
ス
コ
画
な
ど
、
そ
の
色
使
い
を
含
め
う
っ
と
り
す
る
。

　

本
著
の
版
元
で
あ
る
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
か
ら
は
、
今
年
三
月
に
ト
ー
ベ
・

ヤ
ン
ソ
ン
著
、
久
山
葉
子
訳
『�

メ
ッ
セ
ー
ジ
　
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
自
選
短
編

集 

』
が
刊
行
さ
れ
た
。
ト
ー
ベ
の
後
期
作
品
を
集
め
た
こ
の
短
編
集
は
、
ム
ー

ミ
ン
作
者
と
し
て
の
印
象
が
強
す
ぎ
る
読
者
に
と
っ
て
は
、
新
し
い
彼
女
の
像

が
立
ち
現
れ
る
だ
ろ
う
。
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
住
む
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
語
話
者
で
あ
っ
た
た
め
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
が
混
ざ
っ
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
語
（
畑
中
麻
紀
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
に
「
ム
ー
ミ
ン
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

語
」
と
教
わ
っ
た
そ
う
だ
。）
で
書
く
。
初
邦
訳
の
も
の
も
多
い
こ
の
短
編
集

は
、
そ
う
し
た
知
識
を
も
っ
て
読
む
と
訳
者
に
対
し
て
も
尊
敬
と
感
謝
の
念
を

抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
ト
ー
ベ
の
世
界
に
、
私
た
ち
が
足

を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
。

　

ト
ー
ベ
の
人
生
や
他
の
多
く
の
絵
画
や
イ
ラ
ス
ト
、
著
作
を
辿
る
と
明
ら
か

な
よ
う
に
、
彼
女
は
ム
ー
ミ
ン
の
世
界
に
だ
け
生
き
て
い
た
の
で
は
な
い
。
彼

女
は
、
働
く
こ
と
、
自
立
す
る
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
た
。
ム

ー
ミ
ン
の
よ
う
な
お
と
ぎ
話
を
つ
く
る
彼
女
が
、
実
は
堅
実
に
地
に
足
を
つ
け

お
金
を
稼
ぐ
方
法
を
思
い
巡
ら
し
て
い
た
の
は
意
外
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
「
今
」
を
生
き
、
何
か
を
変
え
る
た
め
に
は
「
今
」
を
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ト
ー
ベ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
ム
ー
ミ
ン
が
の
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
視

し
、
し
か
し
稼
ぐ
こ
と
も
し
っ
か
り
計
算
し
て
い
た
。
ま
た
、
彼
女
は
女
性
で

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
属
的
な
立
場
に
な
る
こ
と
を
嫌
い
、
男
た
ち
に
よ
っ
て

戦
争
が
起
こ
る
こ
と
を
怒
っ
た
。
家
族
で
も
、
友
人
で
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
、

と
に
か
く
愛
す
る
思
い
を
伝
え
た
。
彼
女
は
た
だ
、
自
由
で
あ
る
の
だ
。

　

晩
年
ま
で
四
五
年
連
れ
添
っ
た
彼
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ト
ゥ
ー
リ
ッ
キ
。

彼
女
の
名
前
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
ト
ゥ
ー
リ
（Tuuli

）
か
ら
き
て
い
る
。

そ
の
日
本
語
の
意
は
、
風
。
本
書
に
は
、
ト
ー
ベ
が
そ
れ
を
嬉
し
そ
う
に
話
し

て
い
た
と
あ
る
。�

（�

ト
ン
ト
ゥ 

）

�

（
六
五
六
頁　

税
込
四
一
八
〇
円　

10
月
刊
）

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン

人
生
、
芸
術
、
言
葉

ボ
エ
ル
・
ヴ
ェ
ス
テ
ィ
ン
著

畑
中
麻
紀
・
森
下
圭
子
訳

フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
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　「花火の花言葉ってなん
だろなあと言ったら、『口
実』と君が小さくつぶやい
た。」
　SNS でこの一行に出会っ
た時、存在しない淡い夏の
記憶が、私の頭を過った。
　著名な誰かによって、何頁にもわたり書き
綴られた高貴な文章よりも、たった一行か二
行で想像を掻き立てるような、詠み人知らず
の言葉が大好きだ。本書は、「言葉」に惚れ
た者たちの心をくすぐるような広告コピーを
集めた内容になっている。
　商品の購入やサービスの利用への意欲を煽
るものや、社会課題解決のための意識向上を
図ろうとするものなど、目的は様々であるが、
一目で脳裏に焼き付くように生み出された数
行の言葉たちが、カレンダーのように綴られ
ていて、次はどんなコピーが来るだろうと、
ドキドキしながら捲っていける。

「人は、人の傘になれる」

　このコピーは愛媛県のあるポスターに載っ
ている。そのポスターとは、自殺予防啓発に
関する広告であった。「自殺を止めましょう」
というような正しいメッセージを何百と伝え
ることも大事ではあるが、たった一行だから
こそ印象に残り、人々の行動を変えさせるよ
うな魔力が、この広告コピーには感じられる。
　事業プレゼンやプロポーズ、誰かが悩める
時など、自分から出た言葉が人生を変えるか
もしれないという局面に人は何度も直面し、
その度に一人のコピーライターにならざるを
得なくなるのだと思う。だからこそ、少しで
も素敵な言葉を自分の中に蓄積させておくこ
とが、きっと必要なのだろう。� （�ましゅ ）
� （392 頁　税込 2030 円）

毎日読みたい
365日の広告コピー
WRITES PUBLISHING編　ライツ社

特集

こういう本も
ありだよね

　
「『�

綴
葉 

』
っ
ぽ
い
本
」
っ
て
聞
い
て
、あ
な
た
は
ど
ん
な
本
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
か
？　

編
集
委
員
と
い
う
「
中
の
人
」
か
ら
す
る
と
、
哲
学
と
か
文
学
と
か
、

い
わ
ゆ
る
「
お
堅
い
感
じ
」
な
本
か
な
あ
、
と
思
う
次
第
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
ら
を
楽
し
み
に
し
て
今
回
も
手
に
取
っ
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

あ
ら
び
っ
く
り
！　

今
回
は
「
っ
ぽ
く
な
い
」
本
が
目
白
押
し
で
す
！　

た
ま

に
は
こ
う
い
う
本
も
ア
リ
だ
よ
ね
、
っ
て
本
を
集
め
ま
し
た
。
あ
な
た
に
と
っ

て
も
、
私
に
と
っ
て
も
、
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
と
の
出
会
い
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
い
つ
の
日
か
今
回
取
り
上
げ
た
よ
う
な
本
た
ち
も
、『�

綴
葉 

』
の
顔
に
な
る

日
が
来
る
の
か
も
…
…
！�

（�

出
席
点 

）
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　諸氏に問おう。芸能人の
写真集を買ったことがある
だろうか。「そんなの低俗
だ」との声が聞こえてきそ
うだ。学徒諸氏は日夜研究
に明け暮れ、そのような
「低俗な」本は読む暇もな
いのかもしれない。小生もその一員であった
ことを告白しよう。京都大学という学府の末
席を汚している小生は、そのような写真集は
元来一度も買ったことがなかった。しかし本
特集によって、女優の写真集との接点を持つ
僥倖に預かったのである。その写真集とは
『浜辺美波写真集 20』だ。浜辺美波氏の存在
が人口に膾炙して久しいが、本書はその氏の
待望の写真集である。舞台は日本、奄美大島。
表題にもあるとおり、氏の二〇歳の素顔を捉
えんとするのが、本書のコンセプトである。
　これまで小生は「画面の向こうの彼女」の
ことしか知らなかった。しかしどうだろう。
頁を捲るたび、浜辺氏の新たな一面に出会え
るではないか。このような写真集に関しては
門外漢であるが、僭越ながら小生なりの所感
を述べさせていただこう。本書の見所は所謂
「サービスショット」が無いところである。
諸氏は残念に思うだろうか。しかし、豈に計
らんや、それが浜辺氏の魅力をかえって引き
出すことにつながっているのだ。読者に媚び
るようなポーズや画角ではなく、氏の何気な
い一瞬を切り取る構成に、小生は惹きつけら
れた次第である。
　愚見では、本書は読者のための写真集では
なく、浜辺氏自身のための「アルバム」なの
ではないか――そう思った。それほど本書は
浜辺氏に寄り添った一冊だ。長々と筆を進め
てきたが、最後に一つだけ言わせていただき
たい。浜辺美波しか勝たん。� （�出席点 ）
� （128 頁　税込 2970 円）

　お恥ずかしながら、今ま
で私は作品集というものを
買ったことがなかった。「小
説だったら買わないと物語
がわからないけど、絵は他
でも見られるし」とか言っ
て、絵は展覧会や作家のサ
イトなどで見るに留めていたのだ。
　ところが私は間違っていた。一枚、また一
枚とページをめくるにつれて、不思議とお伽
噺の世界に引き込まれていく。文字で書かれ
る「おはなし」はないはずなのに、確かに頭
の中に物語世界が広がっていく感覚がある。
　この不思議な引力はなんだ。恐らく、絵一
つ一つが持つ絶妙な危うさであろう。可愛さ
と不気味さ、明るさと儚さが、ギリギリのバ
ランスで保たれている。鮮やかなピンク。女
の子やネコ、貝殻にキノコにふわっとかけら
れたリボン。全て「カワイイ」ものであるは
ずなのに、モチーフのアンバランスな組み合
わせと、それらを描く緻密な線の折り重なり
が、そこに「物語性」を与えている。
　「子守り」という絵では椅子に座ったネコ
がナマズの赤ちゃんを抱いているのだが、そ
の腕は人間のお母さんのように逞しい。顔は
毛並み一本一本、本物のネコそっくりに描か
れていて、目は鋭くこちらを見つめている。
　絵の隅々までじっくり味わっていると、優
しく穏やかに、遥か遠くの世界に連れて行か
れるようで、布団の中で童話を読み聞かせて
もらっている子供のような気持ちになる。
　本棚のよく見える位置に置き、寝る前に取
り出してぱらぱらと見返すようになった。自
分の部屋に、大好きな世界への入り口が出現
する。これまで手に取らずにいたけれど、
「こういう本もあり」ですね。気づくことが
できて良かったです。� （�茫漠 ）
� （160 頁　税込 2530 円）

浜辺美波写真集 20
浜辺美波

峠雄三撮影　講談社

Higuchi Yuko Artworks 
ヒグチユウコ作品集

ヒグチユウコ　グラフィック社
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　ラノベは不遇である。え、
ラノベ？　何で？　『�綴葉 』
のようなところでは取り上
げられないのだ、「小説」
なのに。人気あるのに。た
とえば VR 世界に閉じ込め
られたという設定なら「SF
小説」に分類されたっていい。魔術が出てく
るなら「ファンタジー小説」でもおかしくは
ない。なのに「ライトノベル」の名付けのま
まに「軽い」扱われよう、いやほとんど扱わ
れていない。マンガだったら何回かは誌面に
登場しているはずである。今回の特集で少し
存在を認知してもらわないと、などと勝手に
義務感を感じてしまった評者である。
　閑話休題、ラノベにも流行りがある。異世
界転生するなどが最近有名だが、「異世界も
の」でも「こういうのもありだよね」、とい
うことで本書を挙げてみたい。
　オフィス街の傍らにある「洋食のねこや」
は平日営業、土曜は特別営業。というのは土
曜になると時空の歪みで異世界と扉が通じて
しまい、その世界の住人が客として食事をし
に訪れるのだ。異世界側の扉は週一でどこか
に現れる。それを知っている者しか店にたど
り着けない隠れ名店なのだ。出される品はメ
ンチカツやハンバーグ、いわゆる普通の定食
だが、異世界の住人がこれを食べる時の様子
がいかにも美味しそうに描かれる。最近は街
中の定食屋巡りや何気ない食事がテーマにな
った作品が人気だ。特別なグルメを追い求め
なくとも「そうそう、こういうのがいいんだ
よ」、という気にさせてくれる。
　マンガもかつては「読んだらバカになる」
と蔑まれていた。ラノベも今後は文化的市民
権を得ていくのかもしれない。下らないと思
うものが案外面白かったりするかも。�（�ねこ ）
� （280 頁　税込 748 円）

　400 号企画を準備してい
た時のこと。既刊の『�綴葉 』
を見返していたら驚いた。
アフリカの文学の登場率が
圧倒的に低いのだ。そもそ
も「アフリカ文学」とはい
かなるものなのか……ここ
ではアチェベの『崩れゆく絆』を紹介しよう。
　ナイジェリア出身の作家による本作は、
「アフリカ近代文学の原点」としばしば呼ば
れてきた。その所以は第一に、五〇年代から
六〇年代にかけてのアフリカ独立期に著され
たこと、第二にアフリカの伝統と近代西欧の
文明との衝突を主題とすることがあげられる
だろう。この主題は、男性と女性、市と森、
肌の色、階級、神の存在など無数の対立項が
絡み合って、大きな幹となっている。
　貧しい生まれのオコンクウォ。幼くして名
声を望んだ彼は、成長してそれを恣にした。
だが我が世の春も束の間、不慮の出来事によ
り村から流刑にされる。不如意な生活を送る
最中、故郷には白人宣教師が到来していた。
数年後彼が帰郷した時、村の社会は大きく変
動していた……「近代文学の原点」とは名に
し負えど、意外にも粗筋は簡潔に要約される。
　しかし本作の面白みは、内容よりも描写ス
タイルの変遷にある。オコンクウォの流刑前
の章は、彼を中心人物に据え、イボ族の伝説
や独特の言い回し、風俗描写も織り交ぜなが
ら物語が進む。同じ話が繰り返されることだ
ってある。他方、宣教師到来後は、聖書の言
葉が急増し、彼以外の登場人物の描写も増え
る。物語の展開速度もかなり速いのである。
　このスタイルの変化があるからこそ、小説
最後の一文は大きな衝撃と共に私たちに迫る。
本作が見せるもの、それは「アフリカ文学」
という行為なのかもしれない。� （�リンダ ）
� （361 頁　税込 1232 円）

異世界食堂
犬塚惇平作　エナミカツミ絵

主婦の友社

崩れゆく絆
チヌア・アチェベ著　粟飯原文子訳

光文社古典新訳文庫
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　キャップにサングラス、
ド派手なＴシャツに短パン
とくれば、髭はモジャモジ
ャ――表紙を飾るこのいか
にも怪しそうなおじさんこ
そ、この本の著者・高山洋
平である。本書は、株式会
社おくりバントの社長を務め、「プロ営業師」
を自ら名乗る彼が、仕事や営業の極意をスト
ーリー仕立てにしてまとめた一冊である。
　物語は、成績不振に悩む営業マン・真部誠
が、高山の元へ出向を命じられるところには
じまる。ところがこの高山という男、一向に
オフィスへと現れない。仕方なく後をつけて
みるに、喫茶店で『刃牙』を読んでは個室ビ
デオ、ファミレスのはしごという「サボりの
フルコース」。しかし、そこには彼なりの仕
事の流儀があった。本書はそんな「最強の営
業マンになるための五大思想」から、「松屋
理論」や「ルノアール理論」といった独自理
論に裏打ちされた「円滑な社内コミュニケー
ション」の秘策まで、なかなかクセ強めの仕
事術を徹底的に紐解いてゆく。
　……と、ここまで読んで多くの方がお気づ
きのとおり、この「ビジネス書」に大して中
身のようなものはない。大抵、高山のくだら
ない冗談や彼の無茶な武勇伝に、真部が振り
回されるという流れに尽きる。しかしそこに
こそ、本書の示すものがある。結局のところ、
お堅いビジネス書から得られる知識など知れ
ている。営業マンたるもの、こんなご時世で
あれど街へ繰り出し、そこに溢れる人やモノ、
そのほか「森羅万象」に学びを深めてゆくべ
きなのだ。――矛盾に満ちたタイトルに込め
られた思いを噛み締めたなら、やるべきこと
はただひとつ。この本はゴミ箱にでも放って、
いざ街へと繰り出すこととしよう。�（�八雲 ）
� （248 頁　税込 1540 円）

　普段『�綴葉 』で取り上げ
ない「新聞」は、大学生と
も縁遠い存在となりつつあ
る。講義の課題やバイト、
早期化し続ける就活に追わ
れ、毎日分厚い新聞を読む
時間などない学生は多い。
読み比べなど論外だ。そんな忙しい学生に、
「月刊新聞ダイジェスト」を勧めたい。
　本誌は 6大新聞の記事を毎月まとめてくれ
る。例えば 2021 年 11 月号では、9月 1 日か
ら 9月 30 日の記事がまとめられており、「注
目のニュース」として、自民党総裁選で岸田
文雄氏が勝利したことなどを取り上げている。
総裁選の特集では、立候補者の主な政策や主
張をコロナ対策、経済政策、外交・安保、党
改革・森友問題の 4つの点で分かりやすく整
理した朝日新聞の記事や、決選投票で岸田氏
が高市氏の票数を取り込んだことを分析した
読売新聞の記事などが掲載された。あるニュ
ースに関する記事を効率的に追うことができ、
主義主張の異なる様々な新聞社が同じニュー
スの題材をどのように記事にしているのかも
チェックできるのだ。
　「注目のニュース」に選ばれなかった記事
は、政治、経済、国際、社会のジャンルに分
けて紹介される。社会欄は裁判、教育、文化
など、小分類にさらに分けられるため、自身
の研究テーマに近いところだけ読むこともで
きる。また「今月の社説読み比べ」では、あ
るニュースに対する各社の立場の違いを明確
に知ることができる。
　本誌を用い、「注目のニュース」と、関心
のあるニュースだけでも毎月読んでみてほし
い。自身の研究を専門外の人に紹介する時に
適度な専門性の言葉と、研究と社会をつなぐ
言葉が見つかるかもしれない。� （�石透 ）
� （180 頁　税込 990 円）

ビジネス書を捨てよ、街へ出よう
プロ営業師の仕事術

高山洋平著　総合法令出版

月刊新聞ダイジェスト
2021年11月号

新聞ダイジェスト社
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

一
汁
一
菜
で
よ
い
と
い
う

提
案

土
井
善
晴
著

新
潮
文
庫

　

一
汁
一
菜
と
は
、
単

に
献
立
を
指
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
歯
を
磨

い
た
り
お
風
呂
に
入
っ

た
り
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
一
汁
一
菜
を
作
り
続

け
な
さ
い
と
土
井
先
生
は
言
う
。
美
味
し
さ
や
美
し

さ
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。
日
々
淡
々
と
無
理
な

く
生
活
し
て
い
く
こ
と
。
一
汁
一
菜
と
は
、
食
事
と

は
、
暮
ら
し
の
リ
ズ
ム
を
作
る
柱
な
の
だ
。

　

現
代
で
は
「
料
理
」
と
い
う
と
、
見
栄
え
も
よ
く

手
の
込
ん
だ
も
の
が
良
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
。
土
井

先
生
は
そ
こ
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
日
本
に
は

「
ハ
レ
」
と
「
ケ
」
の
概
念
が
あ
る
。
神
様
の
た
め

の
「
ハ
レ
」
の
お
料
理
は
、
手
間
を
か
け
て
美
し
く

作
る
が
、「
ケ
」
は
手
を
か
け
な
い
簡
素
な
も
の
が

良
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
け
じ
め
」
が
、
和
食
に
宿

る
生
活
の
美
学
な
の
で
あ
る
。

　
〈
繕
わ
な
い
味
噌
汁
〉
と
題
さ
れ
て
、
土
井
先
生

が
普
段
食
べ
て
い
る
数
々
の
味
噌
汁
の
写
真
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
写
っ
て
い
る
の
は
、
溢
れ
ん

ア
ス
リ
ー
プ森泉

岳
土
著
・
イ
ラ
ス
ト

青
土
社

　
《
出
口
の
見
え
な
い

繰
返
し
の
毎
日
の
中

昨
日
と
今
日
の
区
別
が

つ
か
な
く
な
り

過
去
と
現
在
が
混
濁
す
る

そ
し
て
未
来
だ
け
が
な
い
》

　

人
が
時
間
を
喪
っ
て
し
ま
う
時
は
、
い
つ
な
の
だ

ろ
う
。
過
去
と
い
う
日
々
が
朧
気
に
な
っ
て
、
今
と

い
う
こ
と
を
感
じ
れ
な
く
な
っ
て
、
明
日
が
来
る
こ

と
を
信
じ
ら
れ
な
い
日
は
。
大
泉
岳
士
の

『ASLEEP

』
は
、
そ
ん
な
《
時
の
制
約
》
か
ら
解
放

さ
れ
た
人
間
の
姿
を
映
し
出
し
て
く
れ
る
。
む
ろ
ん

常
世
で
は
な
い
、
か
と
い
っ
て
そ
こ
に
現
世
は
な
い
。

　

か
つ
て
首
都
だ
っ
た
都
市
に
取
り
残
さ
れ
た
一
人

の
女
性
、
チ
タ
ル
。
流
れ
着
い
た
街
の
高
層
ビ
ル
に

は
、
友
人
た
ち
の
死
が
漂
っ
て
い
る
。
あ
の
ビ
ル
に

は
タ
ク
マ
が
、
あ
の
ビ
ル
に
は
マ
リ
が
…
…
墓
石
の

よ
う
に
そ
び
え
た
つ
ビ
ル
の
合
間
を
一
人
生
き
残
っ

た
チ
タ
ル
は
彷
徨
っ
て
い
く
。
か
つ
て
愛
し
た
シ
ス

カ
も
三
年
前
に
死
ん
だ
。
ど
ん
な
困
難
も
乗
り
越
え

ら
れ
る
と
信
じ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
が
無
邪
気
で
愚

か
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
チ
タ
ル
は
知
っ
た
。
希
望

を
持
つ
こ
と
の
な
い
チ
タ
ル
は
、
明
け
な
い
夜
を
過

ご
す
よ
う
に
、
闇
へ
闇
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。

　

漫
画
で
描
か
れ
る
チ
タ
ル
の
表
情
、
背
景
に
映
る

街
並
み
、
と
も
に
無
表
情
だ
。
こ
の
物
語
に
色
は
な

い
。
灰
色
の
世
界
を
、
生
気
を
失
っ
た
人
間
が
徘
徊

す
る
。
霞
ん
だ
風
景
も
、
歪
曲
し
た
線
も
、
チ
タ
ル

の
心
象
を
描
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

そ
し
て
終
盤
、
チ
タ
ル
は
壊
れ
か
け
の
ロ
ボ
ッ
ト

と
出
会
う
。
そ
の
時
、
喪
わ
れ
て
い
た
時
が
動
き
出

す
。
死
と
眠
り
の
狭
間
の
中
で
、
未
来
と
い
う
朝
を

迎
え
よ
う
と
す
る
。
人
は
希
望
を
夢
見
た
時
、
時
間

を
必
要
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
…
…
。（�

き
も
の 

）

�

（
五
三
頁　

税
込
一
九
八
〇
円　

7
月
刊
）

ば
か
り
の
生
活
感
だ
。
き
ゅ
う
り
と
ハ
ム
の
味
噌
汁

に
、
煮
干
し
が
椀
か
ら
は
み
出
し
た
味
噌
汁
。
冷
蔵

庫
に
あ
る
も
の
を
詰
め
た
の
か
、
作
り
す
ぎ
て
溢
れ

そ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
人
の
暮
ら
し

と
は
そ
う
い
う
も
の
」
と
土
井
先
生
は
書
い
て
い
る
。

　

一
汁
一
菜
は
応
用
が
効
く
。
味
噌
汁
と
パ
ン
で
も

良
い
し
、
お
か
ず
が
増
え
て
三
菜
に
な
っ
て
も
良
い
。

大
事
な
の
は
、「
一
汁
一
菜
」
と
い
う
軸
が
自
分
の

生
活
の
中
に
あ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、「
一
日
、
一
日
、

必
ず
自
分
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
帰

っ
て
く
る
」
た
め
の
心
の
置
き
場
に
な
る
。
無
理
を

せ
ず
毎
日
の
食
事
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
。
一
生
懸

命
生
き
る
と
は
そ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
。�

（�

茫
漠 

）

�

（
一
九
二
頁　

税
込
九
三
五
円　

11
月
刊
）
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遺
書
、公
開（
8
）

陽
東
太
朗
著

ス
ク
ウ
ェ
ア
・
エ
ニ
ッ
ク
ス

　

歪
な
ス
ク
ー
ル
カ
ー

ス
ト
。
平
等
な
は
ず
の

人
間
に
付
け
ら
れ
た
確

か
な
序
列
。
学
校
で
感

じ
る
苦
し
み
に
は
い
つ
も
、
人
間
関
係
と
い
う
鎖
が
ま

と
わ
り
つ
い
て
い
た
。
義
務
教
育
を
経
験
し
て
き
た
者

な
ら
ば
、
教
室
と
い
う
空
間
で
起
こ
る
「
政
治
的
」
な

世
界
を
、
身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
『
遺
書
、
公
開
。』
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト
を
徹

底
的
に
描
い
た
漫
画
だ
。
あ
る
日
、
ク
ラ
ス
全
員
の

机
に
置
か
れ
た
遺
書
。
そ
れ
は
数
日
前
に
謎
の
自
死

を
遂
げ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
・
姫
山
椿
か
ら
の
も
の
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
死
の
真
相
に
迫
る
た
め
に
、
一
人

一
人
が
教
卓
の
前
に
立
ち
、
自
分
宛
の
遺
書
を
、
全

員
の
前
で
読
み
上
げ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　

あ
ら
す
じ
だ
け
を
聞
く
と
、
姫
山
が
ク
ラ
ス
の
中

で
可
哀
想
な
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
た
人
間
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
は
姫
山
は
、「
一
位
の
人
」

と
い
う
称
号
を
付
け
ら
れ
た
、
才
色
兼
備
の
人
気
者

で
あ
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
女
が
自
死
を
選

ぶ
理
由
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
が
次
々
と
遺
書
を
公
開
す
る
中
で
、
教

室
の
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
恐
ろ
し
い
人
間
関
係
が

浮
か
び
上
が
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
、
一
人
一
人
の
在

り
方
が
、
逃
れ
よ
う
も
な
く
問
い
た
だ
さ
れ
て
い
く

よ
う
な
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
群
像
劇
な
の
だ
。

　

こ
の
漫
画
を
読
む
度
に
、
冷
た
い
義
務
教
育
の
時

代
を
思
い
出
す
。
あ
の
時
の
友
達
は
、
本
当
に
自
分

の
こ
と
を
友
達
だ
と
思
っ
て
く
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
自
分
が
存
在
す
る
場
所
を
選
ぶ
こ
と
が
難
し
か

っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
疑
念
を
い
ま
だ
に
拭
う
こ
と

が
で
き
な
い
の
だ
。
思
惑
に
塗
れ
た
大
人
よ
り
大
人

な
「
教
室
」
と
い
う
世
界
。
そ
こ
か
ら
抜
け
出
し
た

今
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
深
淵
を
も
う
一
度
覗
い
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。�
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知
る
人
ぞ
知
る
『
ボ

ー
ト
の
三
人
男
』
の
作

者
と
し
て
、
ジ
ェ
ロ
ー

ム
・
Ｋ
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム

の
こ
と
は
形
容
で
き
る
だ
ろ
う
。
近
代
英
国
の
貧
し

き
ユ
ー
モ
ア
作
家
は
、
し
か
し
他
方
で
、
人
間
心
理

を
熟
知
し
た
怪
奇
小
説
の
名
手
で
も
あ
っ
た
。

　

本
邦
に
お
け
る
本
格
的
な
ジ
ェ
ロ
ー
ム
紹
介
が
今

日
ま
で
為
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
実
に
嘆
か
わ
し

い
。
思
わ
ず
そ
う
呟
い
て
し
ま
う
の
は
、
こ
の
で
っ

ぷ
り
と
魅
力
を
蓄
え
た
小
説
集
を
読
ん
だ
せ
い
で
あ

る
。
表
題
作
「
骸
骨
」
を
は
じ
め
多
く
の
作
品
は
、

幽
霊
や
死
者
の
屍
と
い
っ
た
不
気
味
な
モ
チ
ー
フ
に

彩
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
ら
が
放
つ
怪
し
げ
な

魅
力
は
、
た
だ
作
劇
の
道
具
と
な
る
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
人
生
に
対
す
る
し
み
じ
み
と
し
た
省
察
を
、

異
形
た
ち
は
促
し
て
く
る
。
非
現
実
的
な
創
造
の
産

物
が
、
現
実
感
覚
を
刺
激
す
る
と
い
う
逆
説
に
、
き

っ
と
読
者
は
可
笑
し
み
を
覚
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

珠
玉
の
短
篇
た
ち
の
中
か
ら
、「
デ
ィ
ッ
ク
・
ダ

ン
カ
ー
マ
ン
の
猫
」
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
語
り

手
「
私
」
の
友
人
ダ
ン
カ
ー
マ
ン
は
、
突
如
有
名
に

な
っ
た
脚
本
家
で
あ
る
。
恋
煩
い
の
相
談
で
彼
を
訪

ね
た
「
私
」
に
、
ダ
ン
カ
ー
マ
ン
は
飼
い
猫
ピ
ラ
ミ

ッ
ズ
と
の
対
話
を
勧
め
る
。
曰
く
、
そ
の
美
し
い
猫

は
、
飼
い
主
の
状
況
を
瞬
く
間
に
好
転
さ
せ
る
ら
し

い
。
そ
の
後
語
り
手
は
別
の
友
人
た
ち
の
家
で
も
ピ

ラ
ミ
ッ
ズ
と
出
会
う
。
そ
し
て
、
自
分
の
下
に
も
猫

が
来
な
い
か
な
と
、
心
の
隅
で
思
う
の
で
あ
る
。

　

幽ゴ
ー
ス
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー

霊
物
語
が
語
ら
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
を
描

い
た
「
食
後
の
夜
話
」
も
極
上
で
あ
る
。
今
年
の
聖

夜
は
本
書
を
片
手
に
英
国
紅
茶
で
も
飲
み
な
が
ら
、

心
身
の
暖
を
と
っ
て
過
ご
し
た
い
。�

（�

と
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優
し
い
語
り
手

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
記
念
講
演

オ
ル
ガ
・
ト
カ
ル
チ
ュ
ク
著

小
椋
彩
・
久
山
宏
一
訳　

岩
波
書
店

　
「
文
学
は
い
つ
で
も

時
代
の
鏡
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
は
二
つ
の

意
味
が
含
ま
れ
て
い

る
。」
そ
れ
は
、
文
学
が
時
代
精
神
の
反
映
で
あ
り

な
が
ら
、
時
代
や
人
間
を
描
出
す
る
術
で
も
あ
る
と

い
う
こ
と
。
矢
内
原
伊
作
は
戦
後
の
文
学
状
況
を
こ

う
論
及
し
た
。
そ
れ
で
は
、
現
代
文
学
は
ど
ん
な
鏡

た
り
う
る
の
か
。

　

本
書
は
現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
を
代
表
す
る
作
家

ト
カ
ル
チ
ュ
ク
の
講
演
集
で
あ
る
。
表
題
作
「
優
し

い
語
り
手
」
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
記
念
講
演
で
披
露

さ
れ
た
も
の
で
、
現
代
と
い
う
時
代
を
分
析
し
な
が

ら
、
文
学
の
現
状
や
在
り
方
を
深
く
問
う
て
い
る
。

　

現
代
文
学
は
、
急
速
な
文
学
市
場
の
商
業
化
に
よ

り
、
文
学
の
過
度
な
ジ
ャ
ン
ル
分
け
、
シ
リ
ー
ズ
作

品
の
量
産
、
玉
虫
色
の
結
末
の
多
用
、
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
品
の
不
人
気
へ
至
っ
た
。
他
方
現
実
世
界
は
、

真
偽
不
明
の
情
報
が
巷
に
溢
れ
、
活
字
の
助
け
な
し

に
直
接
伝
達
さ
れ
始
め
た
。
文
学
を
巡
る
こ
う
し
た

状
況
を
著
者
は
、「
物
語
の
危
機
」
と
感
じ
て
い
る
。

　

こ
の
危
機
に
立
ち
向
か
お
う
と
、
彼
女
は
物
語
の

家
庭
性
の
時
代

セ
ア
ラ・ヘ
イ
ル
と
ア
ン
テ
ベ
ラ
ム
期

ア
メ
リ
カ
の
女
性
小
説

増
田
久
美
子
著　

小
鳥
遊
書
房

　

男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
と
表
現
さ
れ
る
「
男

女
の
領
域
分
離
」
は
、

そ
の
非
対
称
性
ゆ
え
の

瑕
疵
を
無
数
に
抱
え
て
い
る
。
数
多
の
批
判
が
な
さ

れ
た
こ
の
問
題
に
対
し
、
近
年
で
は
内
在
的
な
抵
抗

の
試
み
が
あ
り
得
た
と
し
て
、
再
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

南ア

ン

テ

ベ

ラ

ム

北
戦
争
前
夜
期
ア
メ
リ
カ
の
作
家
、
編
集
者
で

あ
っ
た
女
性
セ
ア
ラ
・
ヘ
イ
ル
の
テ
ク
ス
ト
を
解
読

す
る
本
書
も
、
そ
の
一
環
と
言
え
る
。
当
時
の
女
性

文
化
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
ヘ
イ
ル
は
、
従
来

「
女
性
性
」
を
家
庭
と
結
び
付
け
る
保
守
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
提
唱
者
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
著

者
の
増
田
は
、
こ
こ
半
世
紀
の
女
性
史
研
究
や
作
家

論
を
踏
ま
え
、
既
存
の
理
解
を
棄
却
す
る
。
そ
の
上

で
明
か
さ
れ
る
の
は
、
家
庭
を
女
性
の
公
的
活
動
の

足
掛
か
り
と
す
る
真
逆
の
ヘ
イ
ル
像
で
あ
る
。

　

理
路
整
然
と
し
た
分
析
の
中
で
、
ヘ
イ
ル
文
学
の

も
つ
逆
説
性
が
重
要
な
論
点
と
な
る
。
啓
蒙
思
想
や

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ニ
ズ
ム
な
ど
、
領
域
分
離
を
強
化
す

る
社
会
通
念
は
、
確
か
に
彼
女
の
物
語
か
ら
読
み
取

れ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
ヘ
イ
ル
は
、
領
域
分
離
が

含
み
も
つ
様
々
な
矛
盾
を
も
曝
け
出
す
。「
権
利
な

き
市
民
」
で
あ
る
は
ず
の
女
性
に
よ
る
慈
善
活
動
や

女
性
講
演
家
の
正
当
性
、
家
庭
の
領
域
を
侵
犯
す
る

男
性
の
存
在
な
ど
、
彼
女
は
多
様
な
問
題
圏
を
書
き

起
こ
し
て
い
た
。
本
書
で
は
、
ヘ
イ
ル
の
試
み
が
受

容
面
で
果
た
し
た
役
割
に
も
目
が
向
け
ら
れ
、
解
釈

を
支
え
る
共
同
体
の
姿
が
静
か
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

意
に
満
た
ぬ
現
状
の
中
で
変
革
の
途
を
諦
め
な
か

っ
た
ヘ
イ
ル
。
彼
女
の
戦
略
、
そ
し
て
そ
れ
を
導
き

出
し
た
著
者
の
解
釈
は
、
家
庭
の
内
外
を
問
わ
ぬ
連

帯
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
だ
ろ
う
。�
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と
よ 

）

�

（
二
八
〇
頁　

税
込
三
〇
八
〇
円　

7
月
刊
）

新
し
い
方
法
を
提
示
す
る
。
人
間
だ
け
で
な
く
、
生

き
も
の
や
事
物
全
て
に
人
格
／
声
を
与
え
、
彼
ら
に

共
感
し
耳
を
澄
ま
せ
る
技
術
、「
優
し
い
語
り
」
だ
。

こ
の
語
り
は
、
命
あ
る
全
体
と
し
て
世
界
を
描
き
出

す
。
同
時
に
私
た
ち
は
、
世
界
の
一
つ
の
か
け
ら
と

し
て
「
文
学
」
で
繋
が
る
の
だ
。
想
像
力
の
欠
如
や

人
間
本
位
の
損
得
勘
定
に
抗
い
、
時
空
を
も
超
え
て
。

　

著
者
が
提
示
す
る
問
題
や
提
案
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

や
「
中
欧
」
に
限
定
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
「
文
学
」

の
未
来
に
繋
が
る
、
大
き
く
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
を
手
に
、
自
問
し
て
み
て
欲
し
い
。
文
学
と
い

う
鏡
は
私
た
ち
に
何
を
映
し
出
す
の
か
、
そ
し
て
私

た
ち
は
そ
の
鏡
に
何
を
映
す
の
か
と
。�

（�

リ
ン
ダ 

）

�

（
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三
余
続
録

吉
川
忠
夫
著

法
蔵
館

　

本
書
を
一
言
で
い
え

ば
「
中
国
古
典
エ
ッ
セ

イ
」
だ
。
タ
イ
ト
ル
が

「
三
余
続
録
」
と
い
う

の
は
、
文
字
通
り
、
本
書
が
著
者
の
旧
著
『
三
余

録
』
の
続
編
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
続
編
の
本
書

か
ら
読
み
始
め
て
も
充
分
に
楽
し
め
る
の
で
、
最
後

ま
で
書
評
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
た
い
。

　

中
国
古
典
と
聞
く
と
、
ど
こ
か
自
分
の
人
生
と
は

縁
遠
い
存
在
に
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本

書
を
読
め
ば
、
中
国
古
典
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
た
と
え
ば
《「
七
十
二
」
と
い
う
数
字
》
と

い
う
エ
ッ
セ
イ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
作
品

は
、『
論
語
』
や
『
孟
子
』
に
関
心
が
な
く
て
も
、

思
わ
ず
「
へ
え
」
と
頷
い
て
し
ま
う
よ
う
な
蘊
蓄
が

紹
介
さ
れ
て
い
て
面
白
い
。
他
に
も
《
思
い
こ
み
は

恐
ろ
し
い
》
も
肩
肘
張
ら
ず
に
読
め
る
エ
ッ
セ
イ
だ
。

語
り
口
が
軽
快
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
内

容
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
気
づ
け
ば

次
の
エ
ッ
セ
イ
も
読
み
た
く
な
っ
て
い
る
…
…
そ
ん

な
一
冊
だ
。

　

と
は
い
え
こ
の
よ
う
な
声
も
あ
る
だ
ろ
う
。
則
ち
、

わ
ざ
わ
ざ
中
国
古
典
の
話
な
ん
て
読
み
た
く
な
い
、

と
い
う
も
の
だ
。
確
か
に
そ
う
思
う
の
も
無
理
も
な

い
。
ま
ず
も
っ
て
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
意
味
不
明
。

な
ん
の
本
か
分
か
ら
な
い
―
―
そ
の
批
判
は
受
け
入

れ
よ
う
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
頁
を
開
い
て
み
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
の

だ
。
月
並
み
な
表
現
だ
が
、
そ
れ
が
評
者
が
本
書
を

勧
め
る
所
以
で
あ
る
。

　
「
七
十
二
」
と
い
う
数
字
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、

ち
な
み
に
本
書
に
は
ズ
バ
リ
七
十
二
の
エ
ッ
セ
イ
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
確
か
め
る
だ
け
で

も
、
充
分
本
書
を
読
む
理
由
に
な
ろ
う
。�（�

出
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「
小
林
秀
雄
論
は
文

字
通
り
無
数
に
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
言
葉
の

先
に
小
林
の
姿
が
浮
か

び
上
が
る
も
の
は
け
っ
し
て
多
く
な
い
」
―
―
著
者

は
あ
と
が
き
で
こ
う
語
る
。
で
は
果
た
し
て
、
小
林

秀
雄
を
め
ぐ
る
こ
の
浩
瀚
な
評
伝
を
通
じ
て
、
小
林

の
姿
は
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
書
は
、
小
林
秀
雄
の
な
か
で
批
評
家
と
し
て
の

精
神
が
醸
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
丹
念
に
追
っ
た
も

の
。
学
生
時
代
の
小
林
か
ら
始
ま
っ
て
、
彼
が
以
後
、

ど
の
よ
う
な
人
と
出
会
い
、
ど
の
よ
う
な
本
か
ら
影

響
を
受
け
た
の
か
が
、
生
き
生
き
と
描
か
れ
る
。
と

り
わ
け
そ
の
記
述
を
面
白
く
し
て
い
る
の
は
、
小
林

を
取
り
巻
く
人
間
関
係
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
志
賀
直

哉
や
柳
宗
悦
と
い
っ
た
白
樺
派
、
中
原
中
也
や
富
永

太
郎
と
い
っ
た
友
人
、
そ
し
て
中
野
重
治
や
中
村
光

夫
と
い
っ
た
批
評
家
。
彼
ら
と
小
林
の
人
間
模
様
を

描
き
切
る
そ
の
見
事
な
ま
で
の
筆
致
に
は
、
思
わ
ず

惹
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
ラ
ン
ボ
ー
や

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
な
ど
か
ら
小
林
が
受

け
た
影
響
も
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

著
者
は
言
う
。
小
林
に
と
っ
て
の
批
評
と
は
「
読

み
、
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
論
じ
る
相
手
の
生
涯
を
生

き
直
し
て
み
よ
う
と
す
る
こ
と
だ
っ
た
」
と
。
批
評

と
は
つ
ま
り
「
論
じ
る
相
手
の
心
の
内
側
に
入
り
、

そ
の
眼
を
通
じ
て
見
た
世
界
を
描
き
出
そ
う
と
す

る
」
営
み
な
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
う
も
言

え
る
だ
ろ
う
。
批
評
家
・
小
林
秀
雄
の
批
評
で
あ
る

本
書
を
通
じ
て
、
著
者
は
小
林
の
生
涯
を
生
き
直
し
、

そ
の
眼
を
通
じ
て
見
た
世
界
を
描
き
出
し
て
い
る
、

と
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
、
冒
頭
の
問
い
に
戻
れ
ば
、

そ
こ
に
は
小
林
の
姿
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
び
上
が
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。�

（�

ぱ
や 

）

�

（
五
九
二
頁　

税
込
一
二
六
五
円　

6
月
刊
）

小
林
秀
雄 

美
し
い
花若

松
英
輔
著

文
春
文
庫
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教
育
福
祉
の
社
会
学

〈
包
摂
と
排
除
〉を
超
え
る
メ
タ
理
論

倉
石
一
郎
著

明
石
書
店

　

教
育
福
祉
と
は
何
だ

ろ
う
か
。
著
者
で
あ
る

本
学
人
間
・
環
境
学
研

究
科
教
授
倉
石
一
郎
は
、

大
き
な
教
育
理
論
で
は
な
く
個
別
に
実
践
さ
れ
て
き

た
い
わ
ば
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
教
師
と
生
徒
の
関
係
に

着
目
す
る
。
現
実
を
理
論
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
く
、

理
論
を
現
実
に
近
づ
け
た
新
た
な
教
育
福
祉
の
あ
り

方
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

　

教
育
を
考
え
る
際
に
包
摂
ま
た
は
排
除
と
い
う
二

分
法
的
な
考
え
が
、
人
々
に
無
自
覚
に
つ
き
ま
と
っ

て
い
る
。
著
者
は
、
包
摂
を
真
ん
中
に
据
え
、
ど
ち

ら
か
に
し
か
属
せ
な
い
と
い
っ
た
「
同
心
円
モ
デ

ル
」
を
棄
却
す
る
。
そ
の
上
で
、
包
摂
の
中
の
排
除
、

排
除
の
中
の
包
摂
と
い
っ
た
入
り
組
ん
だ
事
例
を
示

す
。
絶
対
に
全
て
の
子
ど
も
を
学
校
に
通
わ
せ
る
と

い
う
強
力
な
包
摂
は
、
時
に
排
除
を
よ
り
不
可
視
化

さ
せ
、
強
固
な
も
の
に
す
る
。
障
害
を
も
ち
、
教
育

免
除
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
は
温
情
で
は
な
く
む
し

ろ
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
と
い
う
範
疇
か
ら
排
除

さ
れ
て
い
る
。
現
存
の
理
論
的
枠
組
み
を
越
え
る
新

た
な
理
論
の
構
築
を
本
書
は
目
指
す
。

「
論
理
的
思
考
」の

社
会
的
構
築

渡
邉
雅
子
著

岩
波
書
店

　

我
々
は
少
な
く
と
も

論
文
を
書
い
た
り
読
ん

だ
り
す
る
必
要
に
日
々

迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

際
に
、
ど
の
よ
う
な
論
文
の
型
が
あ
る
の
か
、
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
わ
け
だ
が
、

我
々
の
目
に
す
る
も
の
に
は
大
き
く
隔
た
り
が
あ
る

の
だ
。
た
と
え
ば
日
本
の
小
論
文
、
ア
メ
リ
カ
の
エ

ッ
セ
イ
、
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ィ
セ
ル
タ
シ
オ
ン
は
そ
れ

ぞ
れ
形
式
が
異
な
る
。
そ
こ
に
は
何
を
も
っ
て
「
論

理
的
」
と
す
る
か
、
に
つ
い
て
国
ご
と
に
考
え
方
が

異
な
る
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
本
書
で
は
、
ア
メ
リ

カ
や
日
本
と
異
な
る
フ
ラ
ン
ス
の
論
理
的
思
考
の
培

わ
れ
方
に
関
し
て
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
何
が
異
な
る
の
か
と
い
う
と
、
ア
メ
リ

カ
や
日
本
で
は
基
本
的
に
自
分
の
主
張
を
述
べ
、
そ

れ
を
補
強
す
る
よ
う
な
具
体
例
・
他
者
の
見
解
を
提

示
し
て
ま
と
め
る
。
そ
れ
に
よ
り
自
ら
の
主
張
に
妥

当
性
が
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
い
わ
ゆ
る
弁
証
法
的
に
論
を
構

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
あ
る
主
張
と

そ
れ
に
矛
盾
す
る
主
張
を
提
示
し
、
そ
の
矛
盾
を
解

消
し
得
る
よ
う
な
展
開
を
引
き
出
し
て
論
を
ま
と
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
こ
の
型
に
則
っ
て
論
を

構
成
し
て
い
く
中
で
、
自
ら
の
見
解
と
対
立
す
る
主

張
を
認
め
、
そ
れ
を
超
克
す
る
見
解
に
達
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
自
分
の
個
人
的
見
解
を

書
く
の
で
は
な
く
、
著
名
な
書
物
か
ら
の
引
用
を
挿

ん
で
、
論
の
抽
象
性
・
蓋
然
性
を
高
め
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
論
文
構
成
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
公
教
育
の
方
針
と
そ
の
歴
史
に
つ

い
て
も
本
書
は
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
る
。

　

論
文
が
形
無
し
に
な
ら
ぬ
様
、
ま
ず
は
型
を
知
っ

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
二
七
四
頁　

税
込
四
六
二
〇
円　

7
月
刊
）

　

著
者
の
こ
う
し
た
視
点
か
ら
構
築
さ
れ
る
理
論
に

は
、
ま
ず
具
体
的
な
教
育
現
場
が
描
か
れ
て
い
る
。

排
除
を
受
け
る
者
の
声
を
著
者
は
拾
い
、
時
に
研
究

者
と
い
う
自
身
の
立
場
の
意
義
に
悩
ま
さ
れ
る
。
メ

タ
理
論
構
築
を
試
み
る
著
者
は
、
生
々
し
さ
さ
え
あ

る
苦
し
む
人
々
と
自
己
の
像
を
み
る
。
排
除
さ
れ
た

者
た
ち
に
し
か
分
か
り
合
え
な
い
こ
と
に
対
し
て
、

私
た
ち
は
介
入
す
る
権
利
を
持
つ
の
か
。
そ
ん
な
戸

惑
い
に
本
書
は
向
き
合
い
、
答
え
て
く
れ
る
。
ル
ー

マ
ン
や
マ
ー
シ
ャ
ル
を
引
用
し
た
社
会
理
論
な
ど

少
々
骨
の
折
れ
る
難
し
い
話
も
で
て
く
る
が
、
ぜ
ひ

挑
戦
し
て
ほ
し
い
一
冊
だ
。�

（�

ト
ン
ト
ゥ 

）

�

（
二
一
二
頁　

税
込
二
五
三
〇
円　

6
月
刊
）
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ア
ル
バ
イ
ト
の
誕
生

学
生
と
労
働
の
社
会
史

岩
田
弘
三
著　

平
凡
社
新
書

従
順
さ
の
ど
こ
が
い
け
な
い
の
か

将
基
面
貴
巳
著

ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書

京
都
　
近
現
代
建
築
も
の
が
た
り

倉
方
俊
輔
著

平
凡
社
新
書

　

一
説
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
教
育
は
学
生
の
「
批
判

的
思
考
」
を
育
て
る
こ
と
に
失
敗
し
て
い
る
ら
し
い
。

教
師
自
身
に
批
判
力
が
な
く
、
素
直
で
あ
る
こ
と
や

協
調
的
で
あ
る
こ
と
ば
か
り
を
促
し
て
し
ま
う
。
そ

う
し
た
空
気
は
理
不
尽
な
校
則
が
放
置
さ
れ
、
社
会

の
不
正
に
沈
黙
す
る
姿
勢
を
育
て
て
い
る
。

　

で
は
改
め
て
「
従
順
さ
の
ど
こ
が
い
け
な
い
の

か
」。
本
書
は
古
今
東
西
の
作
品
を
参
照
し
な
が
ら
、

従
順
さ
の
負
の
側
面
に
光
を
当
て
て
い
く
。
無
責
任

で
あ
り
た
い
欲
望
、「
し
か
た
が
な
い
」
と
い
う
諦

め
、
自
分
自
身
は
「
不
正
を
犯
し
て
い
な
い
か
ら
」

と
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
態
度
。
同
調
圧
力
に
流
さ

れ
「
み
ん
な
で
や
れ
ば
怖
く
な
い
」
と
い
う
態
度
に

こ
そ
、
本
当
の
恐
怖
が
宿
っ
て
い
る
。

　

読
ん
で
い
て
思
う
の
は
、
怒
り
や
暴
力
を
、
異
様

に
忌
避
し
て
し
ま
う
人
々
の
態
度
だ
。
ア
ン
ガ
ー
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
全
て
の
怒
り
を
抑
制
す
る
も
の
で

は
な
く
、
暴
力
は
常
に
悪
で
は
な
い
。
し
か
し
人
は

声
を
上
げ
る
こ
と
を
含
め
、
不
正
に
対
す
る
抵
抗
を

抑
圧
し
て
し
ま
う
。
今
私
た
ち
は
理
不
尽
に
耐
え
る

力
で
は
な
く
、
理
不
尽
を
変
え
る
力
を
育
て
る
べ
き

で
は
な
い
か
。�

（�
き
も
の 

）
�

（
二
二
四
頁　

税
込
九
二
四
円　

9
月
刊
）

　
「
労
働
」
を
意
味
す
る
ド
イ
ツ
語
〈Arbeit

〉。
こ

の
言
葉
が
日
本
語
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
へ
と
展
開
す
る

過
程
に
、
戦
後
日
本
の
急
激
な
変
化
が
反
映
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
、
貴
方
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　

戦
前
に
は
内
職
と
呼
ば
れ
、
少
数
の
苦
学
生
が
従

事
し
て
い
た
ア
ル
バ
イ
ト
は
、
敗
戦
後
の
苦
境
に
よ

り
多
数
の
エ
リ
ー
ト
の
「
自
活
の
途
」
と
な
る
。
売

血
な
ど
の
危
険
な
業
種
も
含
め
、
学
生
た
ち
は
「
学

費
・
生
活
費
の
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
」
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
し
か
し
一
〇
年
も
す
る
と
、
高
度
経
済
成

長
の
到
来
と
と
も
に
、「
小
遣
い
稼
ぎ
の
た
め
の
ア

ル
バ
イ
ト
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
二
転

三
転
す
る
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
内
実
を
、
著
者
は
統

計
資
料
や
具
体
的
な
証
言
を
駆
使
し
て
追
跡
す
る
。

　

学
生
の
就
労
に
依
存
し
た
り
、
雇
用
者
を
使
い
潰

す
形
態
を
と
る
ア
ル
バ
イ
ト
は
未
だ
に
多
い
。
し
か

し
そ
れ
も
こ
こ
半
世
紀
の
う
ち
に
生
み
出
さ
れ
た
環

境
で
あ
る
。
社
会
の
流
れ
と
共
に
あ
る
ア
ル
バ
イ
ト

の
不
安
定
さ
が
、
本
書
で
は
簡
潔
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
ド
イ
ツ
語
〈Arbeit

〉
の
語
源
は
「
下
僕
」

で
あ
る
。
青
春
を
彩
る
主
従
関
係
を
再
認
識
す
る
た

め
に
も
、
同
書
の
知
見
は
有
効
だ
ろ
う
。�

（�

と
よ 

）

�

（
二
二
三
頁　

税
込
九
二
四
円　

10
月
刊
）

　

京
都
と
い
え
ば
歴
史
あ
る
寺
社
に
格
子
窓
や
犬
矢

来
を
備
え
た
町
家
、
木
の
作
り
の
建
物
が
素
晴
ら
し

い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
。
し
か
し
、
最
近
少
し
ず
つ
石

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
近
代
的
造
り
の
モ
ダ
ン
建
築

に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
明
治
に
な
り
西
洋
建

築
の
知
識
が
入
っ
て
く
る
と
そ
れ
を
受
容
し
た
建
築

家
た
ち
が
京
都
に
新
し
く
建
物
を
作
り
上
げ
て
き
た
。

逸
話
を
交
え
て
そ
れ
ら
の
建
物
を
紹
介
し
て
く
れ
る

の
が
本
書
で
あ
る
。

　
「
建
築
」
の
訳
語
を
作
っ
た
伊
東
忠
太
、
京
大
の

建
築
学
科
を
創
立
し
た
武
田
五
一
、
彼
ら
は
西
洋
建

築
の
知
識
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
東
洋
・
日

本
へ
と
い
か
に
融
合
さ
せ
よ
う
か
と
い
う
こ
と
を
試

行
し
て
い
た
。
や
が
て
鉄
骨
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

新
た
な
建
築
方
法
が
生
み
出
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
和

と
折
衷
さ
せ
る
建
物
が
作
ら
れ
た
、
こ
の
京
都
で
。

京
都
タ
ワ
ー
、
京
都
駅
、
今
は
立
ち
入
れ
な
い
高
瀬

川
沿
い
の
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ‘
Ｓ
。
歴
史
の
あ
る
京
都
だ
か

ら
こ
そ
旧
い
も
の
と
新
し
い
も
の
が
並
ん
だ
複
層
的

な
景
色
が
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
街
並
み
に
不

思
議
な
形
で
溶
け
込
む
建
物
た
ち
を
本
書
片
手
に
訪

れ
て
み
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
二
二
三
頁　

税
込
九
四
六
円　

9
月
刊
）

新書コーナー
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私の本棚

弔
い
と
し
て
の
出
版
―
―
編
集
工
房
ノ
ア
と
い
う
出
版
社

　

編
集
工
房
ノ
ア
と
い
う
出
版
社
が
あ
る
。
一
九
七
五
年
に
大
阪
で
創
業
さ
れ
、

以
来
、
関
西
の
文
芸
専
門
出
版
社
と
し
て
、
関
西
在
住
の
詩
人
や
作
家
た
ち
の

本
を
数
多
く
こ
の
世
に
送
り
出
し
て
き
た
。
こ
の
出
版
社
が
な
け
れ
ば
埋
も
れ

た
ま
ま
だ
っ
た
書
き
手
も
多
い
は
ず
だ
。
そ
ん
な
類
稀
な
出
版
社
で
あ
る
編
集

工
房
ノ
ア
の
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
つ
ね
づ
ね
思
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

出
版
と
は
弔
い
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
は
亡
き
人
の
本
を
出
す
こ
と
、

あ
る
い
は
今
は
亡
き
人
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
出
す
こ
と
、
そ
う
す
る
こ
と

で
私
た
ち
は
、
死
者
を
い
た
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
編
集
工
房
ノ
ア
が
行
な
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
ま
さ
に
弔
い
と
し
て
の
出
版
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
―
―
。

　
死
者
を
近
づ
け
る
文
章

　

編
集
工
房
ノ
ア
の
社
主
で
あ
る
涸
沢
純
平
は
、

自
社
か
ら
対
と
な
る
二
冊
の
本
を
出
し
て
い
る
。

『�

遅
れ
時
計
の
詩
人 

』
と
『�

や
ち
ま
た
の
人 

』
が
そ

れ
だ
。「
編
集
工
房
ノ
ア
著
者
追
悼
記
」
と
副
題

に
あ
る
よ
う
に
、
涸
沢
は
こ
こ
で
、
編
集
工
房
ノ
ア
ゆ
か
り
の
今
は
亡
き
詩
人

や
作
家
た
ち
と
の
思
い
出
を
回
想
し
て
い
る
。
登
場
す
る
の
は
、
港
野
喜
代
子
、

清
水
正
一
、
足
立
巻
一
、
大
谷
晃
一
、
天
野
忠
、
富
士
正
晴
、
杉
山
平
一
な
ど
、

あ
ま
り
聞
き
馴
染
み
の
な
い
書
き
手
た
ち
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
本
書

へ
の
興
味
を
失
っ
て
し
ま
う
の
は
あ
ま
り
に
も
っ
た
い
な
い
。

　

本
書
を
読
む
と
、
ま
ず
書
き
手
の
人
柄
に
ぐ
っ
と
惹
か
れ
る
。
そ
れ
は
本
書

が
、
作
品
の
内
容
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
書
き
手
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
だ
の
か
を
あ
り
あ
り
と
伝
え
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

と
く
に
印
象
的
な
の
は
港
野
喜
代
子
を
め
ぐ
る
回
想
。「
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」

の
よ
う
に
、
ま
っ
す
ぐ
で
か
ら
っ
と
し
た
性
格
の
港
野
は
よ
く
、
自
宅
の
庭
で

野
の
花
を
摘
ん
で
は
、
そ
れ
を
壇
上
の
ビ
ン
に
飾
り
、
お
得
意
の
即
興
詩
を
朗

読
し
て
い
た
。
し
か
し
彼
女
は
、
二
〇
年
振
り
の
第
三
詩
集
を
編
集
工
房
ノ
ア

か
ら
出
版
し
て
す
ぐ
に
、
心
臓
マ
ヒ
で
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
港
野
の
葬
儀
で
、

詩
人
の
永
瀬
清
子
は
弔
詞
と
し
て
詩
を
詠
ん
だ
。
そ
の
な
か
の
一
節
―
―
「
ま

れ
な
人
、
詩
に
よ
っ
て
の
み
生
き
た
女ひ

と性
。
い
ま
／
や
す
ら
か
に
眠
り
、
そ
の

魂
が
時
来
て
は
咲
き
つ
ぐ
野
花
の
よ
う
に
人
々
の
間
で
か
お
る
こ
と
を
祈
る
の

み
」。
港
野
の
魂
は
、
本
書
を
通
じ
て
し
っ
か
り
と
か
お
っ
て
い
る
。

　
死
者
を
立
た
せ
る
文
章

　

編
集
工
房
ノ
ア
を
代
表
す
る
作
家
の
一
人
に
、
左
京
区
在
住
の
山
田
稔
が
い

る
。
御
年
九
一
歳
。
山
田
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の
妙
味
あ
ふ
れ
る
随
筆
を
通
じ
て
、

関
西
と
り
わ
け
京
都
周
辺
の
今
は
亡
き
人
び
と
と
の
思
い
出
を
回
想
し
て
き
た
。

『�

天
野
さ
ん
の
傘 

』
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
だ
。
こ
こ
に
登
場
す
る
の
は
、生
島
遼

一
、
伊
吹
武
彦
、
天
野
忠
、
松
尾
尊
兊
、
富
士
正
晴
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
た
あ

ま
り
聞
き
馴
染
み
の
な
い
書
き
手
た
ち
。
し
か
し
、
本
書
を
読
み
終
え
た
と
き
、

私
た
ち
は
不
思
議
と
彼
ら
に
親
し
み
を
覚
え
て
い
る
は
ず
だ
。

　

な
か
で
も
印
象
深
い
の
は
、
富
士
正
晴
を
め
ぐ
る
文
章
。
富
士
は
生
涯
を
か

け
て
死
者
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
忘
れ
去

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
師
や
友
が
書
き
残
し
た
も
の
を
ま
と
め
、
刊
行
し
よ
う
と
つ

と
め
た
。
そ
ん
な
富
士
が
好
ん
だ
言
葉
が
あ
る
。「
物
在
人
亡
」
が
そ
れ
で
あ

る
。
人
が
死
ん
で
も
、
物
は
そ
こ
に
在
り
続
け
る
。
そ
し
て
書
き
残
さ
れ
た
も

の
か
ら
、
死
者
は
い
つ
で
も
立
ち
の
ぼ
る
。
山
田
が
本
書
で
行
な
っ
て
い
る
の

も
、
そ
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
富
士
だ
け
で
な
く
山
田
も
ま
た
、
死
者
を
弔
い
、

彼
ら
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
み
な
早
々
と
舞
台
を

去
っ
た
。
ひ
と
り
残
さ
れ
た
私
が
、
記
憶
の
底
を
堀
返
し
て
い
る
」。�

（�

ぱ
や 

）
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私の本棚

大
森
荘
蔵
―
―
生
誕
百
周
年
を（
勝
手
に
）祝
う

　

も
し
も
「
い
ち
ば
ん
尊
敬
す
る
哲
学
者
は
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
な
ら
、
私
は

迷
う
こ
と
な
く
「
大
森
荘
蔵
」
と
答
え
よ
う
。
哲
学
を
専
門
と
し
な
い
多
く
の

方
に
、
そ
の
名
は
初
耳
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
他
の
哲
学
者
の
考
え
に
縋
り

付
く
こ
と
な
く
自
分
の
頭
で
考
え
抜
く
ス
タ
イ
ル
、
そ
し
て
彼
の
門
下
生
た
ち

が
の
ち
に
大
き
な
活
躍
を
収
め
て
い
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
の
偉
大
さ
に
敬

意
を
評
し
、
私
は
そ
の
名
を
挙
げ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
さ
て
、
本
年
は
彼
の
生

誕
百
年
を
数
え
る
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、
彼

の
哲
学
へ
の
入
門
的
著
作
と
、
本
格
的
議
論
の
一
例
と
な
る
著
作
を
紹
介
し
、

私
か
ら
の
（
勝
手
な
）
祝
い
の
言
葉
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
大
森
哲
学
へ
の
入
門
：『
流
れ
と
よ
ど
み
』
よ
り

　

ま
ず
は
『�

流
れ
と
よ
ど
み 

』
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
こ
の
著
作
の
大
部
分

は
一
般
雑
誌
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
森
哲
学
に
入
門
す
る
に
は
、
こ

れ
を
繙
く
の
が
最
適
だ
ろ
う
。
章
に
よ
っ
て
議
論
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

こ
こ
で
は
特
に
、
い
わ
ゆ
る
他
我
問
題
に
関
す
る
議
論
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　

た
と
え
ば
「
万
事
人
並
み
に
振
る
舞
う
ロ
ボ
ッ
ト
」
に
心
や
意
識
は
あ
る
の

か
、
を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
れ
ら
が
意
識
あ
る
「
振
り
を
し
て
い
る
」
だ
け
な

の
か
否
か
は
（
そ
れ
ら
に
直
接
尋
ね
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
と
し
て
も
）
結
局

の
と
こ
ろ
、
答
え
の
決
め
手
と
な
ら
な
い
。
事
態
が
さ
ら
に
深
刻
な
こ
と
に
は
、

こ
の
こ
と
は
他
者
一
般
に
も
当
て
は
ま
る
。
私
た
ち
の
友
人
や
親
兄
弟
が
意
識

あ
る
「
振
り
」
を
し
て
い
る
の
で
な
く
、
実
際
に
意
識
を
も
っ
た
存
在
で
あ
る

こ
と
を
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
根
拠
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
―
―
こ
の
よ

う
に
し
て
、
か
の
有
名
な
哲
学
的
難
問
「
他
我
問
題
」
が
そ
の
姿
を
現
わ
す
。

　

こ
こ
で
大
森
は
、
こ
の
よ
う
な
困
惑
を
「
人
間
の
理
解
の
基
と
な
る
べ
き

「
事
実
」」
と
し
て
捉
え
返
す
よ
う
提
案
す
る
。
ど
れ
だ
け
想
像
を
豊
か
に
し
て

も
、
私
た
ち
は
他
者
の
意
識
そ
の
も
の
に
は
到
達
で
き
な
い
。
し
か
し
目
の
前

で
お
腹
を
押
さ
え
て
苦
し
む
友
人
の
立
場
に
、
私
が
置
か
れ
た
な
ら
と
想
像
し
、

そ
の
痛
み
を
理
解
す
る
。
こ
の
よ
う
な
成
り
変
わ
り
は
や
が
て
、
彼
ら
と
の

「
人
間
仲
間
」
と
し
て
の
結
び
つ
き
を
私
に
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

　
大
森
哲
学
の
真
骨
頂
：『
新
視
覚
新
論
』
よ
り

　

つ
づ
い
て
紹
介
し
た
い
の
は
、
大
森
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
本
年
よ

う
や
く
文
庫
化
さ
れ
た
『�

新
視
覚
新
論 

』
で
あ
る
。
巻
末
解
説
に
も
あ
る
通
り

「
通
読
に
は
い
さ
さ
か
手
強
い
「
難
物
」」
と
も
言
え
る
著
作
だ
が
、
こ
こ
で
は
、

言
語
の
意
味
に
関
す
る
「
立
ち
現
わ
れ
」
の
議
論
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

私
た
ち
は
日
常
的
に
過
去
の
経
験
を
語
り
、
他
者
の
語
る
過
去
を
了
解
す
る
。

し
か
し
、
今
ま
さ
に
こ
こ
に
な
い
過
去
の
出
来
事
と
い
う
も
の
を
、
私
た
ち
は

一
体
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
だ
ろ
う
。
大
森
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
語
り

の
了
解
は
、
な
に
も
過
去
の
コ
ピ
ー
の
再
体
験
な
ど
で
は
な
い
。
曰
く
そ
れ
は
、

語
り
手
に
過
去
の
体
験
そ
の
も
の
が
「
じ
か
に
立
ち
現
わ
れ
る
」
こ
と
に
ほ
か

な
ら
ず
、
一
方
の
聞
き
手
に
も
そ
の
同
じ
出
来
事
が
「
言
い
現
わ
さ
れ
る
」
こ

と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
私
が
昨
日
喫
茶
店
で
ひ
と
り
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
経

験
を
友
人
に
語
る
と
し
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
想
起
は
、
昨
日
の
コ
ー

ヒ
ー
を
ま
た
飲
み
直
す
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。
自
ら
語
る
こ
と
で
私
に
は
、

そ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
経
験
が
じ
か
に
立
ち
現
わ
れ
、
一
方
友
人
に
は
ま
る

で
「
呪
文
」
の
よ
う
に
、
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
が
「
言
い
現
わ
さ
れ
る
」。

　

こ
の
、
物
事
が
「
じ
か
に
立
ち
現
わ
れ
る
」
と
い
う
発
想
は
、
大
森
哲
学
の

ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
。
世
界
の
す
べ
て
が
「
立
ち
現
わ
れ
」
に
尽

き
る
と
す
る
「
立
ち
現
わ
れ
一
元
論
」
で
大
森
は
、
実
在
物
が
心
の
中
の
表
象

に
す
ぎ
な
い
と
す
る
二
元
論
的
構
図
の
打
開
を
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。�（�

八
雲 

）



綴　　　　葉 2021. 12. 10

16

読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
編
集
後
記
も
、
知

っ
て
い
る
思
想
家
に
つ
い
て
の
話
で
、
興
味
が
湧
き
、

楽
し
く
読
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�（�

法
・
大
三
元 

）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

編
集
後
記
は
各

編
集
委
員
が
持
ち
回
り
で
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
書

評
本
編
と
は
ま
た
違
っ
た
「
後
記
」
を
書
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
最
後
の
ペ
ー
ジ
ま
で
お
楽
し
み
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
！

○
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
初
め
て
投
稿
し
て
み
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
方
が
楽
で
い
い
で
す
ね
。�

（�

工
・S

oso 

）

―
―
便
利
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
と
の
こ
と
、
嬉
し

い
で
す
。
紙
で
書
く
の
が
面
倒
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
投
稿
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！　

ち
な
み
に
、『�

綴
葉 

』
自
体
も
生
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
！

○
特
別
企
画
も
面
白
く
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ

一
年
以
上
、
本
屋
を
無
闇
に
う
ろ
う
ろ
し
て
タ
イ
ト

ル
を
見
て
検
討
す
る
、
み
た
い
な
本
の
選
び
方
が
出

来
な
い
の
が
寂
し
い
限
り
で
す
。
皆
様
の
お
す
す
め

で
本
と
出
会
え
る
の
が
幸
福
で
す
。�

（�

理
・
は
ー 

）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

あ
な
た
に
と
っ

て
素
敵
な
本
と
の
出
会
い
が
あ
れ
ば
と
思
い
、
日
々

書
評
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

『�

綴
葉 

』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！�

（�

出
席
点 

）

　私は、小学校の読書タイムでこっそり漫画
を読んでいたこともあるくらい、漫画が大好
きでした。そこから読むだけではあきたらず、
自分で漫画をつくるようになりました。学年
中の女の子たちに、「早く続きを書いて！」
とせかされるようになり、私は人気漫画家き
ぶんで、得意げになっていました。
　つぎは家族に喜んでもらおうと思い立った
私は、描いた漫画をみせました。すると、家
族はみんな笑いました。きっと、大人にとっ
ては、「小さい子供がいっちょ前に物語を書
いとう。」と微笑ましく思ったのでしょう。
しかし、私はかんかんでした。ただ、私の漫
画を正当に評価してほしかったのです。笑い
話を書いたわけではないのに、一生懸命にや
ったのに、大人たちは私を対等に扱ってくれ
はしませんでした。
　唯一、図工の内野先生だけは、私の創作に
的確なアドバイスをしてくれました。先生は、
私たち子どもの果てしない想像力を尊敬し、
じっと見守ってくれていました。そんな先生
のおかげで、私は大人を嫌いにならずに済み
ました。寒くなって、ふとそんなことを思い
出しました。� （�トントゥ ）

当てよう！図書カード編集後記
　今号の特集では、大森荘蔵の著作『新視覚
新論』を取り上げました。このタイトルが哲
学における古典『視覚新論』に因むことは、
言うまでもないことですが、ここで問題です。
この『視覚新論』を著した、イギリス経験論
の哲学者は次の四人のうち誰でしょうか？
　1．ベーコン	 2．ロック
　3．バークリー	 4．ヒューム
� （�八雲 ）
《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記QRコードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 1月 15 日です。

《8・9 月号の解答》 8・9 月号の問題「『�綴
葉 』創刊号の表紙のイラストは？」の正解は、
「2．鶴と太陽」でした。400 号を読んでくだ
さった皆さま、ありがとうございました。今
後も『�綴葉 』をよろしくお願いします！
　図書カードの当選者は、鶴と亀さん、はー
さん、すずめさん、宵さんです。おめでとう
ございます！� （�出席点 ）


